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四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
高

知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森

林
総
合
科
の
全
学
年
を
対
象
に

し
た
森
林
環
境
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
環
境
教
育
は
、

森
林
総
合
科

の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て

位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、

六
月
一
七
日

に
二
年
生
を

対
象
に
「
入

庁
案
内
、
森

林
・
林
業
の

現
状
に
つ
い

て
、

ま

た
、

四
国
森
林
管

理
局
の
業
務

内
容
に
つ
い

て

講

義

を

　
高
校
生
現
場
見
学

　
　
～
高
校
生
を
対
象
に
し
た

　
　
森
林
環
境
教
育
を
実
施
～

〈
総
務
課
・
治
山
課
・
指
導
普
及
課
〉

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
引
き

続
き
、
六
月
二
二
日
、
二
四

日
の
二
日
間
に
二
年
生
二
一

名
と
三
年
生
二
〇
名
を
対
象

に
現
場
見
学
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

三
年
生
は
、
木
材
流
通
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
嶺
北
森
林

管
理
署
管
内
の
高
知
県
土
佐

町
、
本
山
町
で
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

木
材
流
通
で
は
、
嶺
北
地

域
の
林
業
の
取
組
と
し
て
、

講
師
の
嶺
北
木
材
協
同
組
合

理
事
長
に
、
間
伐
さ
れ
た
森

林
、
木
材
市
場
、
木
材
加
工

施
設
、
れ
い
ほ
く
ス
ケ
ル
ト

ン
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
森
林
整
備
と

木
材
利
用
の
重
要
性
、
木
材

の
利
点
・
欠
点
を
十
分
理
解

し
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
実
習
箇
所
は
、

高
知
県
香
美
市
物
部
町
の
国

有
林
で
高
知
中
部
森
林
管
理

署
が
実
施
し
て
い
る
治
山
事

業
の
渓
間
工
等
の
施
工
箇
所

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
の
中
で
、
生

徒
達
は
、
木
材
流
通
で
は
、

間
伐
さ
れ
た
森
林
や
、
れ
い

ほ
く
ス
ケ
ル
ト
ン
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
見
学
し
「
間
伐
の
重

要
性
及
び
木
造
建
築
の
素
晴

ら
し
さ
」
を
印
象
深
く
し
た

よ
う
で
す
。

　

治
山
現
場
で
は
、
山
腹
崩

壊
の
現
況
を
見
て
、
急
峻
な

地
形
、
も
ろ
い
地
盤
を
肌
で

感
じ
、
治
山
事
業
の
意
義
・

必
要
性
を
痛
感
し
た
よ
う
で

し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
三
年

生
は
、
秋
に
高
知
県
高
岡
郡

中
土
佐
町
の
林
道
新
設
工
事

の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
年
生
も
、
秋
に

高
知
県
馬
路
村
の
千
本
山
保

護
林
の
見
学
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

３年生・モデルハウス見学

２年生・業務内容の講義
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松
野
西
小
学
校
森
林
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

第
二
回

　
～
空
飛
ぶ
種
子
に
歓
声
～

　

六
月
八
日
、
松
野
町
立
松

野
西
小
学
校
の
四
年
生
二
一

名
を
対
象
に
、
一
二
名
の
保

護
者
も
参
加
し
て
森
林
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
第
二
回
目

と
な
る
今
回
は
、
種
子
の
特

徴
や
植
物
が
様
々
な
工
夫
を

し
て
種
子
を
散
布
し
て
い
る

こ
と
を
学
習
し
、
自
然
環
境

へ
の
興
味
・
関
心
を
育
も
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

最
初
に
ス
ラ
イ
ド
で
、
植

物
は
子
孫
を
残
す
た
め
「
風

を
利
用
す
る
」
、
「
動
物
を
利

用
す
る
」
、「
水
を
利
用
す
る
」
、

「
自
分
の
力
で
は
じ
き
飛
ば

す
、
転
が
る
」
な
ど
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
。
特
に

職
員
手
作
り
の
風
洞
装
置
を

利
用
し
た
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の

種
子
の
空
中
浮
遊
に
は
、
児

童
だ
け
で
な
く
保
護
者
か
ら

も
大
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
者
も
一
緒
に

な
っ
て
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
、
ニ

ワ
ウ
ル
シ
、
マ
ツ
な
ど
の
種

子
の
模
型
を
作
り
飛
ぶ
様
子

を
確
認
し
ま
し
た
。
最
後
は

体
育
館
に
集
ま
り
、
ラ
ワ
ン

種
子
の
模
型
の
飛
ば
し
み
ん

な
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
大

歓
声
の
中
、
最
も
高
く
飛
ば

し
た
児
童
と
保
護
者
代
表
の

対
決
は
、
大
差
で
児
童
に
軍

配
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
に
は
、
保

護
者
の
方
も
参
加
さ
れ
、
今

後
は
、
親
子
で
森
林
・
林
業

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

第
三
回

～
手
作
り
の
木
の
ク
ラ
フ
ト
～

　

六
月
二
二
日
、
四
年
生
を
対

象
に
第
三
回
目
の
森
林
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
木
の
ク
ラ
フ
ト
を
作

り
で
す
。

　

ま
ず
、
木
材
の
特
徴
で
あ
る

木
材
は
軽
く
て
丈
夫
な
こ
と
や

加
工
し
や
す
い
こ
と
、
き
ち
ん

と
手
入
れ
を
す
れ
ば
千
年
以
上

も
の
耐
久
性
の
あ
る
建
物
が
で

お母さんと一緒になって

文
化
財
指
定
候
補
地
の

測
量
を
行
う

～
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
の
群
生
地
～

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
児
童
が
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
枝
を
使
っ
て
ク
ラ
フ
ト
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
ノ
コ
ギ
リ

で
の
作
業
に
苦
労
し
て
い
た
児

童
も
、
ひ
と
つ
作
品
が
で
き
あ

が
る
と
、
家
族
に
も
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
い
と
取
り
組
み
、
ひ
と

り
で
い
く
つ
も
の
作
品
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
目
や
樹
皮
を
う

ま
く
使
っ
て
作
品
を
つ
く
る

児
童
も
お
り
、
手
軽
に
自
分

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
で
き

る
こ
と
で
夢
中
で
取
り
組
み
、

当
初
の
予
定
よ
り
一
時
限
延

長
す
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ

う
で
し
た
。

　

木
の
持
つ
ぬ
く
も
り
と
、

素
材
と
し
て
の
木
材
の
良
さ

に
つ
い
て
十
分
に
感
じ
て
も

ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
元
あ
い
テ
レ

ビ
の
取
材
も
あ
り
、
夕
方
の

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

ノコギリに悪戦苦闘

　

六
月
二
九
日
、
三
好
市
か
ら

文
化
財
指
定
の
同
意
申
請
が

あ
っ
た
三
嶺
国
有
林
で
、
オ
オ

ヤ
マ
レ
ン
ゲ
の
群
生
地
の
区
域

画
定
と
測
量
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
は
、
徳
島

県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
種
に
指
定

さ
れ
て
い
る
稀
少
な
モ
ク
レ
ン

科
の
落
葉
低
木
で
、
そ
の
清
楚
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「
遊
々
の
森
」
で

 
 

森
林
教
室

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

六
月
一
五
日
、
高
松
市
屋
島

国
有
林
に
あ
る
「
遊
々
の
森

　

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
コ
ー

ス
」
に
お
い
て
、
屋
島
東
小

学
校
三
、
四
年
生
の
児
童
四
八

名
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
年
生
に
は
、

下
草
刈
り
、
遊
具
遊
び
及
び

樹
木
観
察
を
、
四
年
生
に
は

下
草
刈
り
、
遊
具
遊
び
及
び

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
実
験
を
学
習
・

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
樹
木
観
察
で
は
、

遊
々
の
森
に
生
育
し
て
い
る

ヒ
ノ
キ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ヒ
サ

カ
シ
な
ど
を
見
て
、
①
低
木

か
、
高
木
か
、
②
針
葉
樹
か
、

広
葉
樹
か
、
③
常
緑
樹
か
、

落
葉
樹
か
の
ど
ち
ら
に
分
類

さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、「
針

葉
樹
っ
て
こ
れ
？
」
、
「
こ
れ

は
落
葉
樹
や
！
」
と
、
友
達

同
士
話
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
を
学
び
ま
し

た
。

　

四
年
生
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

実
験
で
は
、
遊
々
の
森
の
土

と
運
動
場
の
土
の
水
の
浸
透

具
合
の
違
い
を
比
較
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
運
動
場 ペットボトルの実験

な
花
は
「
天
女
の
花
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

群
生
地
は
、
平
成
一
八
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
剣
山
ク
ラ
ブ
が
発
見

し
ま
し
た
が
、
シ
カ
の
食
害

が
激
し
い
た
め
、
平
成
二
一

年
か
ら
当
署
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
て
樹
木
ガ
ー
ド

の
設
置
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
一
月
に
は
三

好
市
か
ら
文
化
財
指
定
の
同

意
申
請
が
あ
り
、
こ
の
区
域

の
画
定
と
面
積
計
算
に
必
要

な
測
量
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
三
好
市
文
化
財
課
三

名
、
剣
山
ク
ラ
ブ
四
名
、
当

署
か
ら
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
こ
の
群
生
地
は
剣
山

と
三
嶺
を
結
ぶ
稜
線
上
に
あ

る
た
め
、
奥
祖
谷
二
重
か
ず

ら
橋
か
ら
約
三
時
間
を
か
け

て
測
量
器
具
や
資
材
を
運
び

上
げ
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
文
化
財
指
定
候

補
地
の
区
域
が
画
定
さ
れ
、

面
積
に
つ
い
て
も
算
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

樹
木
ガ
ー
ド
の
効
果
に
よ
り
、

昨
年
同
様
、
健
全
な
オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
ゲ
の
開
花
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
は
、
国
民
共
通

の
財
産
で
あ
る
国
有
林
の
適
切

の
土
が
余
り
水
を
通
さ
な
い

の
に
対
し
て
、
遊
々
の
森
の

土
は
水
を
ゆ
っ
く
り
と
通
す

の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

「
運
動
場
の
土
は
全
然
水
を
通

さ
ん
」
、
「
な
ん
で
？
」
と
興

味
津
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
た
ち
が
植
え

た
ク
ヌ
ギ
林
の
下
草
刈
り
で

は
、
藪
に
入
っ
た
り
鎌
を
使

う
の
が
初
体
験
の
児
童
も
い

て
、
最
初
は
お
そ
る
お
そ
る

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後

に
は
き
れ
い
に
下
草
を
刈
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
遊
々
の
森
に
設

置
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
や
ハ
ン

モ
ッ
ク
な
ど
の
遊
具
で
遊
び

ま
し
た
。
小
学
生
ら
し
く
元

気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

今
回
の
三
、
四
年
生
は
森
林

教
室
へ
の
参
加
が
初
め
て
で
、

こ
の
学
習
・
体
験
が
森
林
や

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

な
管
理
や
生
物
多
様
性
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
地
元
自
治

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
要

望
に
は
積
極
的
に
応
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「天女の花」オオヤマレンゲ

測量作業中


